
 

 

 

 
 
 
 

 
Virtuoso Digital Implementation（以下、VDI）は論理合

成、配置配線機能を完備したシステムです。VDIを使用

することにより、ミックスドシグナルデザインのアナログドリ

ブン手法に照らし合わせた小規模デジタルブロックのイ

ンプリメンテーションが可能になります。VDIは自動的に

フィジカル合成を実行し、配置配線を最適化しますので、

ミックスドシグナルデザインプロセスをより速く行い、高品

質なシリコンを作ることができます。 

 
 
 
 
 
VIRTUOSO DIGITAL IMPLEMENTATION （VDI） 

VDIは、Cadence Virtuoso Layout Suiteを補完する

よう設計されていますので、RTLからGDSIIまで完全

なデジタルインプリメンテーションソリューションを実

行可能です。 ただし、規模制限があります* 

VDIは小規模デジタルブロックを含むミックスドシグ

ナルデザインをターゲットにしています。そのため、

Cadence Encounter RTL Compiler L**による論理合

成とCadence Encounter Digital Implementation 

System L***機能も実行可能です。Encounter RTL 

Compilerの高性能な合成ソリューションにより、サイ

ズ、パフォーマンス、消費電力の点で優れたチップ

を効率よく開発できます。さらにEncounter Digital 

Implementation Systemは、デジタルブロックインプリ

メンテーションに高速なエンジンを使用します。この

テクノロジーのどちらも業界トップのEncounterデジ

タルICデザインプラットフォームを基盤としています

ので、確実に高品質シリコンを生産することができ

ます。(図1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：Virtuoso Digital Implementation 

 

(*)VDIはRTLからGDSIIソリューションを実行できますが、規模制

限があります。Encounter RTL Compiler synthesisの制限は、最

終的にマッピングされたインスタンス数50kです。（もしくはジェネ

リックインスタンス数200kです。） VDIの容量制限はインスタンス

数50kです。VDIライセンスを2つ組み合わせることにより、制限

容量を2倍にすることができます。容量制限をなくしたい場合は、

他の製品パッケージが用意されています。 

(**) Encounter RTL Compiler Lの機能に関しては、Encounter 

RTL Compilerのデータシートをご参照ください。 

(***) Encounter Digital Implementation System Lの機能に関し

ては、Encounter Digital Implementation Systemのデータシート

をご参照ください 
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利 点 

 合成と物理的なインプリメンテーションも含め、

小規模デジタルブロックの自動インプリメンテ

ーションを実行可能 

 Encounter Digital Implementation L 製品と同

様の機能を統合 

 デジタルロジックの速度、サイズ、消費電力の

点で高品質シリコンを実現 

 Virtuoso プラットフォームとの組み合わせによ

り、ミックスドシグナルデザインの物理的インプ

リメンテーションソリューションを可能に(*)。 

 デザインクロージャのターンアラウンドタイムを

短縮 

 Encounter Digital Implementation System のシ

リコンバーチャルプロトタイピングを実行可能 

 内蔵のフィジカルオプティマイザーによる高速

なタイミングクロージャ 

 サインオフ品質の遅延計算を用いたタイミング

エンジンによるタイミングドリブンインプリメンテ

ーションのサポート 

 パワープラニング、パワー配線、パワー解析環

境を統合 

 使いやすいクロックツリー合成による複数クロ

ックとクロックの Re-Convergent 処理 

 クロックゲイティング機能の装備による省電力

設計 

 SDC によるタイミングを考慮したデザインのサ

ポート 

 多角形ブロックのサポート 

 標準インターフェイスと OpenAccess(**)経由

の LEF/DEF データ変換 

(*)Virtuosl Layout Suite XL もしくは Virtuoso Layout Suite GXL

製品が必要です。 

(**) P-Cell、ROD、multi-part path、および fig group を含むカス

タムオブジェクトのロード/表示/データ処理は、別ライセンスの

Encounter Mixed Signal GXL Option を用いることにより使用可

能になります。詳細は Encounter Digital Implementation System

のデータシートをご参照ください。 

 

 

特 長 

テクノロジや設計制約の共有 

従来、アナロク設計とデジタル設計の間には大きな

壁が存在しており、Mixed Signal設計においてはデ

ータの変換や、GUIの異なる複数のツール、設計制

約やデザイン・インテントの相互変換が必要でした。

ケイデンスでは、アナログ設計：Virtuosoと、デジタ

ル設計：VDI間のやりとりをOAデータベースを経由

することにより、それらの問題を解決する環境を提

供します。 

高次元で統一されたテクノロジ・セットアップを用い、

VirtuosoとEDISでの設計制約も相互に認識します。 

 

 

 

VirtuosoからVDIを直接起動 

OAを経由した、共通のデータベースにアクセスし、

Virtuoso Layout Suiteから直接VDIを起動 

 

 同じ CellView を 

読み込み 

プルダウンメニュー

から VDI を起動 
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どちらの設計者にも使いやすい環境 

Virtuosoユーザ、EDISユーザ双方の使い勝手を考

慮し、共通のGUIやバインドキー環境を提供 

 

 

 

 

 

 

Virtuoso                              VDI 

 

Mixed Signal on on Top 

ケイデンスが提供するMixed Signal設計環境におい

ては、アナログ：Virtuoso、デジタル：VDIの何れで

も、トップとして扱うことが可能です。また、環境切り

替えが容易ですので、設計者は双方のツールの特

徴的な機能を使ってフロアプランを実施できますの

で、作業効率が向上し、デザインTATの削減を実

現します。 

 

 

 

 

 

 

 

また、従来は完全に分離するか、タイミングライブラ

リの作成が必須だったアナログ＆デジタル・ミックス

ドブロックのSTAに関し、Full Timing Model(FTM)を

用いて自動的にモデル化*し、一括して高精度な

STAを実施することも可能です。これにより、アナロ

グ・デジタルブロック間のモデル調整等のイタレー

ションを削減します。 

 

 

 

 

 

(*) Encounter Mixed Signal GXL Optionが必要です。詳細は

Encounter Digital Implementation Systemのデータシートをご参

照ください。 

GUIによる、タイミング、クロック、パワー解析 

アナログ設計者にとって難解な、タイミングやクロッ

ク等の解析が、強力なGUIデバッグ環境によって容

易に実行可能です。 

 Global Timing Debug は、タイミング解析を支

援する強力なデバッグ環境で、Encounter 

Timing System にも搭載されています。スラック

分布のヒストグラム表示や、タイミング違反パス

の詳細解析、及びレイアウトとのクロスプロー

ブや、違反の要因となりうる項目の一覧表示

が可能で、設計者によるタイミング解析を容易

にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Global Clock Debugは、クロックツリー解析環

境を提供します。クロックのみを可視化する機

能を持ち、クロック回路図とレイアウトのクロス

プローブ表示や、クロック制約の確認、及びイ

ンターラクティブな設定が可能です。これらの

機能を用い、設計者はクロックスキューのボト

ルネック等を容易に解析できます。 
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 ERA（Early Rain Analysis）、及び Global Power 

Debugは、Encounter Power Systemと同じエン

ジンを使用し、IR-Drop/EM を含むパワー解

析環境を提供します。設計初期段階において

ERA（Early Rain Analysis）を用いた電源解析

が可能です。さらに統合された環境下におい

て、パワー解析や、Encounter Timing System

との組み合わせることにより、IR-Drop や SI を

考慮したタイミング解析も可能にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファウンデーション・フローによるプッシュボタン形

式のデザインが可能 

“make”により統合された、Cadenceが推奨するコマ

ンドシークェンスとオプション設定を含むScript群を

使用可能です。専用のGUIによるオプションやフロ

ーの調整、及び全体に渡って使用可能なTCL言語

によるカスタマイズも可能です。 

 

 

 

さまざまな機能 

RTL 合成 

 標準入力/出力の読み込み/書き込み 

 内蔵の高性能データパス 

 演算最適化 

 TNS(マイナススラック値の合計)最適化 

 テスタビリティ解析と走査挿入 

 クロックゲイティング 

 Multi-Vt リーケージパワー最適化 

 

シリコン・バーチャル・プロトタイピング 

 Encounter Digital Implementation System に基

づくテクノロジー 

 ゲートレベルの配置 

 高速で詳細な概略配線機能を搭載(従来の詳

細な配線よりも 10 倍以上高速) 

 最終インプリメンテーションとの相関が増大 

 2.5D寄生抽出を用いた高速解析(従来の抽出

より 10 倍高速) 

 業界標準のタイミングライブラリと制限フォーマ

ットを用いた遅延解析とタイミング解析 

 タイミングクロージャに物理最適化テクノロジ

ーを使用 

 セルのリサイズ、バッファ挿入、および負荷分

割に in-place optimization(IPO)を使用 

 リーケージパワー最適化 

 最新ロジック・リストラクトオプション 

 

NanoRoute による高速な信号配線 

 業界が認めた配線ツール 

 ECO ラウティングをサポート 

 カスタム編集用のワイヤーエディター環境 

 

クロックツリー合成 

 超高速クロックツリー合成によりクロックスキュ

ーと insertion delay を最小化 

 gated clock と multiple-clock domain のサポート 

 配線後のクロックツリー最適化 

 スキュー解析とスキュー最適化 
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先進の電源プランニング機能 

 スタティック消費電力解析とダイナミック消費

電力解析を用いたパワープラニング 

 内蔵の消費電力解析と IR ドロップ解析(*) 

 内蔵マクロブロックによるパワーメッシュ配線の

サポート 

 パワーグリッドデザインにより IRドロップ数が対

SPICE 比 10%以内に 

 

(*)サインオフパワーグリッド検証とのインターフェイスには、別ラ

イセンスの Cadence Encounter Power System が必要です。 

 

先進の最適化機能 

 全ての工程において、タイミング最適化や、リ

ークパワー、ダイナミックパワーの削減が可能 

 

EASE-OF-USE 

 使い勝手のよいシグナルワイヤー、パワーワイ

ヤー編集機能を内蔵 

 フロー全体にわたって使用可能な tcl プログラ

ミングインターフェイス 

 わかりやすいコマンド 

 使いやすい use model 

 すぐに覚えられるシステムなので、一週間で立

ち上げ可能 

 全てのステップにおける役立つレポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準入力とインターフェース 
入力 

 HDL(合成): Verilog, VHDL, 

SystemVerilog(directive, pragma) 

 論理ライブラリとタイミングライブラリ:ライブラリ

フォーマット(.alf), TLF, もしくは.lib 

 物理ライブラリ:Library Exchange Format(LEF) 

 mixed-language/mixed-level ネットリスト: 

Verilog のゲートレベルネットリスト、ゲートレベ

ル EDIF ネットリスト 

 タイミング制限: SDC 

 フロアプラン情報:PDEF 

 詳細フロアプラン情報:DEF 

 遅延情報:SDF 

 インターコネクト寄生:DSPF/RSPF, SPEF 

 

出力 

 最適化されたゲートレベルのネットリスト(合成) 

 ネットリスト:DEF, Verilog 

 インターコネクト寄生:DSPF, SPICE, SPEF 

 遅延情報:SDF 

 フロアプランと配置:DEF, PDEF 

 GDSII 
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サポートプラットフォーム 
 lnx86: Linux(x86 , x86_64) 32/64Bit 

 sol86: Solaris(x86_64) 64Bit 

 sun4v: Solaris(ultraSparc)64Bit 

 ibmrs:AIX(power) 64Bit 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ケイデンスのサービスとサポート 
 ケイデンスのアプリケーションエンジニアが技

術的なご質問に、電話、e-mail、インターネット

で回答します。技術的な支援やカスタムトレー

ニングも可能です。 

 オンラインカスタマーサポート SourceLinkで技

術的なご質問に回答します。製品リリース情報、

技術的ドキュメント、ソフトウェア更新、その他

の情報もこちらで提供します。 

 ケイデンス認証の講師が 80 以上のコースを開

催、トレーニングルームで実設計の経験から

得た知識をお話しします。 

 25 以上の Internet Learning Series(英語)オン

ラインコースにより、インターネットを通じて、ご

自身のマシンでお好きな時間にトレーニング

を受講可能です。 
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